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　「
大
太
鼓
祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
八
幡
宮
綴
子
神
社

（
武
内
尊
英
宮
司
）
の
例
大
祭
が
７
月
14
日
（
宵
宮
）、
15
日

（
例
大
祭
）
の
２
日
間
、
同
地
区
で
行
わ
れ
、
直
径
３
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
大
太
鼓
や
、
獅
子
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
神

社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
大
祭
は
、
今
か
ら
約
７
５
０
年
前
の
弘
長
２
年
（
西
暦

１
２
６
２
年
）
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
雨
乞
い

の
神
事
と
し
て
天
に
届
く
よ
う
な
大
き
な
音
を
轟
か
せ
る
大

き
な
太
鼓
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
奉
納
行
事
は
、
源
氏
と
平
家
、

藩
政
時
代
以
降
は
徳
川
方
と
豊
臣
方
に
別
れ
た
上
町
・
下
町

両
集
落
が
合
同
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
一
年
交
代

で
奉
納
し
ま
す
。

　
今
年
の
当
番
町
は
下
町
。
下
町
の
大
太
鼓
は
最
も
大
き
な

も
の
が
直
径
３
・
71
ｍ
で
昭
和
61
年
に
製
作
さ
れ
、
平
成
元

年
に
世
界
一
大
き
な
和
太
鼓
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
２
番
目
に
大
き
な
も
の
で
も
３
・
18
ｍ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
奉
納
は
出
陣
行
列
の
形
式
で
行
わ
れ
て
お
り
、

下
町
は
豊
臣
方
で
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
大
祭
の
15
日
は
、
取
り
仕
切
り
役
の
太
夫
と

「
ヤ
ツ
パ
リ
」
と
い
わ
れ
る
棒
術
の
使
い
手
を
先
頭

に
１
０
０
人
あ
ま
り
の
出
陣
行
列
が
綴
子
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
を
出
発
。
３
張
り
の
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
な
が
ら
綴
子
神
社
に
向
か
い
、
地
元
の
人
た
ち
や

観
光
客
が
見
守
る
境
内
で
奉
納
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
な
ど
が
太

鼓
を
背
景
に
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、
盛
ん
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
境
内
で
は
、
出
陣
一
行
を
取
り
仕
切
る
太
夫
の
口

上
で
始
ま
り
、
勇
壮
な
獅
子
踊
り
が
奉
納
行
事
の
口

火
を
切
り
ま
し
た
。
下
町
の
獅
子
踊
り
は
、
親
子
仲

睦
ま
じ
い
姿
の
所
作
を
表
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、

10
分
ほ
ど
の
間
境
内
を
激
し
く
動
き
回
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
大
人
顔
負
け
の
獅
子
踊
り
に
続
い

て
大
人
の
躍
動
感
豊
か
な
演
技
が
披
露
さ
れ
、
見
物

客
ら
が
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
艶
や
か
な
衣
装
で
入
場
し
た
こ
ど
も
会

に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
奴
踊
り
や
若
勢
会
に
よ
る
軽

快
な
所
作
の
奴
踊
り
、
棒
使
い
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

境
内
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
見
物
客
が
拍
手
を
送
り
な

が
ら
伝
統
芸
能
を
堪
能
し
ま
し
た
。

▲勇壮な獅子踊り▲奴踊りの入場

▲子どもたちによる奴踊り ▲出陣行列が境内に入場

▲作占い・湯立ての神事

　今年は「平年作､おくては豊作」 大
太
鼓
の
響
き
と
郷
土
芸
能

大
太
鼓
の
響
き
と
郷
土
芸
能

大
太
鼓
の
響
き
と
郷
土
芸
能

五
穀
豊
穣
を
願
い
伝
統
を
受
け
継
ぐ

五
穀
豊
穣
を
願
い
伝
統
を
受
け
継
ぐ

五
穀
豊
穣
を
願
い
伝
統
を
受
け
継
ぐ
７
月
14
日
・
15
日
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 　第２０回北秋田市米代川花火大会が７月９日、米代川河川公園を会場に開催され、県内で早

い時期に開催される花火大会を見ようと大勢の見物客が訪れ、光と音のショーを楽しみました。

　会場には明るいうちから家族連れなどが続々と訪れ、観覧席となった河川公園のグラウンド

や堤防の周囲も開会セレモニーの始まった午後７時過ぎには見物客で埋まりました。

　津谷市長は「東日本大震災で開催が危ぶまれましたが、皆さんの温かいご協力とご支援でこ

の大会を開催することができました。皆さんが集まり元気を出していただくことにより被災地

にも元気を届けることができると思います。今日は皆さんで楽しんでください」などと歓迎の

あいさつ。

　このあと、華やか

なスターマインなど

が次々と打ち上げら

れ、漆黒の夜空を華

やかに彩り、会場か

らは拍手と歓声が沸

きおこりました。

元気を届けよう光と音元気を届けよう光と音元気を届けよう光と音 第２０回北秋田市米代川花火大会第２０回北秋田市米代川花火大会


